
大塚流！ 

損切りで失敗しないＦＸ手法 



複合的なチャート分析 

 トレンド分析とオシレーター分析を組み合わせての分析 

 ⇒ボリンジャーバンドとRCI（順位相関関数） 

 

 チャートはたくさんあり、色々な分析を参考にしても問題はない 

 ⇒ただ、情報が多すぎると人は決定ができない！ 

 

 基本的には1～2個に絞るべき 



ボリンジャーバンドとは（基本編） 

 ボリンジャーバンドは標準偏差を用いて相場を分析する手法 

 標準偏差(σ )とは平均からのばらつきの程度をあらわすもの 

 多くのデータがあれば平均に近いデータが多くなり、これを正規分布という 

 相場と移動平均との関係は正規分布のようになるとの考えがボリンジャーバン
ドの基本 



ボリンジャーバンドとは（バンド幅） 

 ボリンジャーバンドにおいて重要な概念としてバンドの上限と下限の幅 

 バンドの上下限の動きには基本的に5つの形状 

 ①バンドの上下限が横ばい 

 ②バンドの上限が上昇、下限が下落 

 ③バンドの上下限が下落 

 ④バンドの上限が下落、下限が上昇 

 ⑤バンドの上下限が上昇 



RCIとは（基本編） 

 価格の上昇幅や下落幅、および価格水準を敢えて無視して分析を行う 

 一定期間における価格データの順位関係のみに着目する分析 

 相場が連騰していれば、日々の順位は日付の順位と一致 

 逆に連敗であれば日々の順位は日付の順位とまったく逆 

 それでは普段は連騰に近いのか、連敗に近いのかという疑問から生まれた分析 

 RCIは日付の順位と、価格の順位との間の相関性を考える 

 相場が足もとの動きにおいてどれだけ上昇あるいは下落してきたかを知る分析 

 



RCIとは（相関性） 

相関性が高いデータ 相関性が低いデータ 

相関性は・・・？ 



RCIとは（計算方法） 

 日付の順位と価格の順位との間の相関性を考える上で、スピアマンの順位相関
関数を用いる 

※SUMは日付順位と価格順位の差の2乗の合計値 

 

スピアマンの順位相関関数は-1～1の間を動くので、RCIの取りうる範囲も-100～100の間となります。 
ただ、RSIやストキャスティクスなどとあわせるために、修正RCIを計算します。 
       ⇒修正RCI＝0.5×（RCI+100） 
上述のRCI（5）＝0.5×（-20+100）＝40という事になります。 



RCIとは（経験的確率分布） 

 RCIの数値の度数分布をとると、その特徴が浮かび上がる 
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ボリンジャーバンド＆RCI分析（実践編） 



ボリンジャーバンド＆RCI分析（実践編） 




